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最近では、1/E藤 (正 )さ ん達が、8〔 )年 6月 にドi[II大沢を滑っていス)

佐藤さん′′)記録を読むと 随分■まで歩かなくてはならないかも L´ れないと、考えた .

こ )́時期は、スバノしラインは、■日  '時  18時 、日 祭[] 0 18時 に開い
て ,ヽ イ)要注意‐1/r藤小屋|`ま 、や ,て いな)∴ lし ■ 5合 lン)休憩所は、6時から開いた :

5日 、5時過ぎに 5合 }:|に若いた.快晴だが 台風 2号 ′)影響で、風が大変強い :

6時 45'テ まで待った 少し、Ltが弱くなり、|卜 き出づ .占田 L]″ )夏道を忠実に辿 った。
7、 5合 日頃、30()0メ ー |ヽル辺りで、沢にようや く雪が出てきた :運動靴なので、

歩き場い.8.5合 めくらいで、尾根道にも雪がついているが、靴をはき変えないので、
冷たい=突風が時々吹く:よ く聞いていると、前触れとして、ひゆうというような音が t´

てから、体に当たス). スキ ーヤ ーが多い.私達と同じ′Ёヽつもりなのだろう 夏山の前の i
まないうちに富士山登山という人達も多い.

項上には、′、が多い=吉田大沢に lく り4)コ ノしを見に行く―少し急そうだ `お釜′)中 ご)雪

は、茶色になって、ヒビがフ、っていそ)(天気はいいが、やはり、風は強く、寒い .

吉田大沢を止め、夏道の右 1則 |の雪を下りることにした . Fの方が、長そうだからです)イ).

3600メ ートルまで、歩いて下り、そこからスキ を付けた :′T、 ったより斜度はな tヽ 、
雪質は、ザラメである:ス フ

=― ンカットもなく 波打つたりもしていないて、最高で′)
4):久保田さんが、見事な滑りで下 りて行く,西川さんは、写真を撮つてくれる.11[_み
′、達が見てい4,こ とを意識している)(快調に、大バラ、中バラで下る:2滑 りした辺 りで1
夏道に帰 4)所に出るが、「 に雪が続くた

め、少しは、・l● イ)ための苦労をするかも l´ れ4r

いが、滑イ)こ とにした 石が少し出て 狭くなり、ウェデルンになる.味わいなが 1,滑・
た :

31o()メ ー トルで終 りだ(標高差、約 500メ ートルだ`「 度、ザクザクのザレジ)中
に、白いヘンキa)矢印を見付け、辿り7 5合 目の小屋に出た .′ Jヽさな尾根を 1本越えた
占田大沢を下つたメ、達もいた(やはり3]〔)()メ ートル辺り

‐
1+冬わっていた : Fl,は 、

ザ ックに l・lけたスキ が岩にぶつかつて歩きにくい.満足して ヽつた.6合 目くらいにな
4)と 、スバルラインを登つて来た_メ、達が多く 林道に出ると l l1/の ワ I「 ン トライアル
′)バ イク、ドライプのカップルなどで、スキーは、場違いだつた .

今度は、5合目まで雪の付いているときに登りたい
タイノ、:5合 目(:,1% 7合 日755 8(,F: 36)50メ  トルl100 1()
T、 5合 目10()() i〔〕 頂上 ]l l〔)1200  36(:)0メ ートん
1210 31(1)0メ ートプし1230 ・10 7合 ロトll〔)50
バ ス停 235
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